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出身高校訪問記 

高部英明 

 

大阪大学の支援で出身高校に出向き、「出張講義」なるものを行ってきたので報告します。

総長裁量経費の活動として「教官が出身高校に出向き、阪大を紹介すると共に優秀な人材

獲得の機会としてはどうか」という、核物センターからの提案が採択され、「先輩と語ろう

大学の今とこれから」という表題のプログラムが昨年から始まった｡ 

 

５月頃、募集の案内が企画会議で議論され、センターからは白神君と私が申し込み、採択

された｡最終的には全学で１０人程度であった。実は、私は昨年１０月、東京での同窓会に

誘われ（同期の連中が幹事の年だったため）、校長に面識があった｡また、この４月、後輩

が工学部の電気系に「レーザー核融合研究」を目指して入学してきた（これは、昨年、高

校に講演に来られた九大のあの中尾教授の影響とか）。こんなこともあって申し込んだ次第。 

 

前週は奈良女子大での集中講義（90 分講義が９コマ。３日間）。この週は科研の特定領域の

調整に忙しい中、木曜日（18 日）、本部での評価委員会を午前中に済ませ、午後の新幹線で

大分県中津に戻った｡中津は福沢諭吉が父の死後、13 歳から 20 歳頃まで過ごした城下町。

大阪中ノ島の中津藩邸に生まれた福沢に「封建制度は親の敵（かたき）」と言わしめた地が

中津である。このあたりは福沢諭吉著「福翁（ふくおう）自伝」を読んでください。この

本は何度読んでも面白い。中津の駅前には洒落た居酒屋があり、入口に「酒は人の上に人

をつくらず。人の下に人をつくらず」とあった。 

 

6 時頃、駅に着いてレンタカーを借り、お世話になっているお寺さんに挨拶に行った。私よ

り 1 歳年上の方丈はモダンな和服姿で、「創作精進料理」の店に案内してくれた｡久しぶり

の再会を喜び、宗教について、健康管理についてなど、珍しい料理を前に話が弾んだ｡ 

 

翌日、背広姿で 30 年ぶりに母校の県立中津南高校に足を踏み入れた｡避けていたわけでは

ないが、結果として卒業以来初めてである。入った辺りの体育館や職員室の建物には何と

なく記憶がある｡事務で挨拶し、校長室に入る。校長先生と歓談する内、教頭、物理の岡田

先生、進路指導の林先生などが挨拶に来る｡講演会場は体育館。450 名ほどの 1-3 年生が相

手である｡高 3 の息子からは手厳しいことを言われて来ている｡「お父さん。今の子はキレ

ルからね。最初、面白くない話だと思ったら寝ちゃうよ。お父さん、手品出来ない。手品

だと、とてもうけるよ」。残念ながら手品など出来ない。何とか綺麗な宇宙や海外のカラー

写真でごまかそう｡ 
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講演は 10：20 から 90 分間。何気なく大学の講義時間に従ったが、「それは無理。長すぎて

皆、寝ちゃうよ」と、息子に言われた｡トラペを使うため会場を暗くした。話しながら、前

方の生徒の様子は何とか見えるが、後ろの反応は良く分からない。出来るだけ前を向いて

皆に語りかけるようにゆっくり喋った｡事前に配っておいた A4 一枚のアウトラインに従っ

て、盛沢山の話になった｡消化不良は覚悟の上で、研究の楽しさが雰囲気としてわかっても

らえばよい、と勝手に思い込んでの講演である｡確かに、自分は喋っていてとても楽しかっ

た。 

 

ちょうど時間通りに「結」を述べて終わった｡三年の代表が感想を交えながらお礼の言葉を

返してくれたのには恐縮した｡ 

 

校長室でお茶を飲んですぐ、理系志望の 3年生希望者 30 名ほどが集まった部屋に案内され

た｡30 分の「何でも質問コーナー」である。「ハイ、質問」の声に、手が挙がった｡最初の質

問は少し意味が捕らえにくかった。どうも「科学者になりたいと思う人はたくさんいると

思うのに何故皆が科学者になれないのか？」のような質問。私は最近の理科離れの話をし

た後、「科学は本来身近なものであり、日々の生活の中に色々な科学を見出すことが出来る。

科学を学ぶことにより人生が豊かになる。誰でも科学を自分のものにする権利を持ってい

る」のような答えをした｡ 

 

次は、「レーザー核融合エネルギー実現の時期は？」の質問。「レーザー核融合炉は効率と

して見合うのですか？」という鋭い質問。女子生徒も 5名ほどいたように記憶している｡一

つの質問に5分以上かけて丁寧に答えたため、5名ほどの質問で時間切れとなってしまった｡

部屋を出る前に「じゃ、皆、受験頑張って」と激励した｡ 

 

昼食の後、1,2 年生の希望者 11 名と校長室で懇談した。さすがに 3 年に比べるとおとなし

い。質問が尽きた辺りで私が質問した。「君、どこの大学行きたいの？」「東京工大を志望

しています」と言うので、「なに、それなら阪大に来なさい。阪大は文系もある総合大学だ

から色々な人がいて面白いよ」と。「それに、東京より近いし」。「君、なに勉強したいの？」。

「ロボットです」。「じゃ、阪大だ。工学部に浅田教授というロボテックなになにの有名人

がいる」。こんな調子で 30 分の懇談を終えた。 

 

この後、岡田先生が構内を案内してくれた。ぐるりと回って進路指導室に。事前の対応を

してくれた林加代子先生の部屋だ。コヒーを飲みながら教育談義。「そうよ、同じ事を近辺

の中学校でやりましょう。優秀な子を南高に引きつけるのよ」と、林先生。黒板には進学

状況が過去５年分書いている。「この数字を上げるには出張講義よ」という迫力が伝わって
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くる。 

 

一端、ホテルに帰る。６時に校長先生が迎えに来てくれた。「筑紫亭」という料亭で「ハモ

づくし」の料理を頂いた。校長は学生時代、「西域（さいいき）」に魅せられて当時まだ「西

域ばやり」の前で交通も不便であった中国西部の砂漠地帯に出かけたロマンチストでもあ

る。実は私も学生時代に井上靖の「敦煌」など、西域ものを大変熱心に読みあさった時期

があり、おのずと話は弾んだ。 

 

ここ筑紫亭は、この夏、NHK スペシャルで「特攻～作家・城山三郎・青年指揮官を追う」で

紹介された料亭である。宇佐航空隊から特攻出撃した若者達が「明日は特攻出撃」という

前夜、集まって「今生の別れの杯」を仲間と酌み交わし、胸迫る思いに軍刀を振りかざし

た跡が「柱傷」として残っているのを紹介したようである。「今は客がいるので後で見まし

ょう」と言っていたのが、酒と料理と話に夢中になり、見るのを忘れてきてしまった。 

 

翌朝、朝食を取りながら新聞を見ていたら、驚くことに地方版に私の顔が出ているではな

いか（記事参）。この大分合同新聞は発行部数５０万部の地方新聞。約 1/3 程の頁が大分県

内の出来事に割かれている。昨日、確かに校長室に記者がいたが、まさかと思い、我が郷

里の「ど田舎」さに驚愕した次第。されど、皆、東京しか見ていない時代に、この様な郷

土色は大変貴重ではあるまいか。グローバリゼーションとローカリゼーション。「大」は現

在進行中の米国支配への反発テロから、「小」はこの新聞のごとく。郷土に誇りを持った国

際人が母校から育っていくことを願う。 

 

 

※この文章をベースにした報告文「先輩と語ろう 大学の今とこれから」（2001．11.26）を、

「海外印象記」のページにアップしています。 

 

 

写真説明 

写真１：３０年ぶりに訪れた母校の正面校門。 

写真２：生徒 450 人を前にして講演を始める筆者。一般からの参加も何名かいた。 

写真３：1,2 年生希望者 11 人と 30 分の懇談を行った。懇談前に記念写真。 

 

参考資料 

１．筆者の来訪を報道した大分合同新聞の記事(2001.10.20 朝刊) 

２．事前（一週間前）に配布した A4 一枚の講演のアウトライン 
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レーザー、核融合、宇宙、そして、科学者というもの 

 

高部英明 

 

大阪大学 レーザー核融合研究センター 

理学研究科 物理学専攻／宇宙地球科学専攻 

(Email: takabe@ile.osaka-u.ac.jp) 

 

【本アウトラインは大阪大学「母校訪問プログラム」の支援により、大分県立

中津南高校で行う講演（０１年１０月１９日[金]）のために用意したものであ

る。01.10.14】 

 

１．自己紹介 

／自己紹介／宇佐市高家小学校／高幡中学校／中津南高校／1971 年／大阪大学／工学部

電気工学科／／西ドイツ・マックス・プランク研究所／米国アリゾナ大学／／阪大・レ

ーザー核融合研究センター／激光 XII 号／組織／研究室紹介／研究テーマ／ 

 

２．レーザー 

／原子とは／エネルギー準位／励起／光の放出／誘導放出／反転分布／レーザー発振／

レーザー増幅／／最初のレーザー(1960)／ノーベル物理学賞（タウンズ、バゾフ、プロ

コロフ、1964 年）／その後の人生／バゾフは核融合／タウンズは宇宙物理／／レーザー

の特徴／コヒーレント／エネルギー集束性／短パルス化／ 

 

３．レーザー核融合 

／核融合とは何か／星の輝きのエネルギー核融合／太陽の場合／原爆・水爆／水爆の制

御／／２つの方式／磁場閉じ込め核融合／ローレンツ力／日本での研究／ITER（５千億

円の装置）／／レーザー核融合／百万分の１のミニ水爆／レーザー核融合のシナリオ／

衝撃波(Shock wave)／１億気圧／太陽中心／阪大のレーザー／米国の NIF レーザー／ 

 

４．宇宙物理 

／宇宙物理との出会い／超新星 1987A の爆発／流体不安定／宇宙物理研究者との交流／

レーザー宇宙物理の提唱／星の進化を中心として／レーザー宇宙物理実験／／レーザー

技術の急速な向上／相対論的プラズマ／高エネルギー宇宙物理への進出／／レーザーに

よる核物理／広がる夢／第２の加速器としてのレーザー／高強度レーザー科学／ 

 

５．科学者というもの 

／好奇心を大切に／人との出会いを大切に／よき友を得て自分の世界が広がる／常に己

を初々しい気持ちにするものを追い求めよ／大学で教えてくれることは学問の索引のみ

／自分で学ぶ、自学自習／そして、よき友に教えてもらえ／動機の無い学問は身に着か

ない／イマジネーションは知識よりもっと大切である（アインシュタイン）／ 
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